































































































































































































































































































































カ テ ゴ リ ー 感　　　　　　　　想　　　　　　　　例 該当数（%）
【紹介してもらえることの良さ
感じた】
保育士になるにあたってたくさんの知識や理解が必要だが、どんな本を読んだらいい
のか悩んでしまう。友達がお勧めの本ならと、まず手にとることができてこういった
機会は素晴らしいと思った。
41（27.2）
【知らない本に出会えた】 自分の知らない本がたくさん見つかった。どの本もそれぞれ良く、読みたいと思う本
を見つけた。機会があれば読んでみたい。 32（21.5）
【多様な本があることに気づいた】 自分の知らなかった本で、文章だけでなく絵本、マンガなどで書かれた読みやすく伝
えやすそうな本がたくさんあって驚いた。自分の理解を深めるためだけでなく、子ど
もに伝えたい時の参考になる本が見つかった。
15（10.1）
【特定の本（分野）に興味持った】 保育する上で読んだら役に立ちそうだなと思う本がたくさんあった。発達障害の子ど
もについてもっと知りたいので今度本を買いにいきたい。 13（8.7）
【普段本を読まず良いきっかけ
になった】
今まで全然本を読んで来なかった。読みたいなと思う本があってもなかなか読むこと
ができず本というものを本当に読んでいなかった。今回たくさんの本をみて、読みた
いという気持ちがあふれてきた。マンガでもいいんだなと思えた。
13（8.7）
【推薦本を探す過程も意義が
あった】
皆に紹介する本を選ぶことで、これをやらなければ出会わなかった本を見つけること
ができた。また皆の本を見ることで自分とは違った視点から選んだ本にも出会えてよ
かった。
8（5.4）
【たくさんの本に出会えた】 たくさんの本と出会うことができてよかった。 6（4.0）
【知っている本を再発見できた】 改めて読みたいと思う本が何冊か見つかった。 5（3.4）
【興味を持った本があった】 今までみたことのない本などがあり、興味を持った。 5（3.4）
【本というものの良さを感じた】 今まで自分が知らない本、読んだことない本がたくさんあり、たくさんの興味を持っ
た本をぜひ読みたいと思った。今まで自分はこんな良い本に出会わなくて損をしてた
なと思った。もっともっとたくさんの良い本に出会いたいと思った。
4（2.7）
【同じ本を紹介していることに
気づいた】 同じ本を何人かが選んでいた、いい本なのかな、などわかった。 4（2.7）
【その他】 たまにやりたい。 4（2.7）
表１　ブックフェアに参加した感想
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言及した回答が多数みられた。表１の回答例のように、
学生の多くが図書選びの難しさを感じており、興味・関
心の近い友人が薦める本であることの利点に言及した感
想や、「いろんな人の感想を見る事が出来て読んでみた
いなと思う本が何冊かあった。みんなの意見やオススメ
ポイントが読めてよかった」のように、感想をまとめた
チラシが読みたい本を選ぶ手がかりになったという感想
などがみられた。単に本を知ることができるだけでなく、
他者の視点を通じて知ること、またそれが友人の視点で
あることの良さを感じた参加者が多かったようである。
一方、【推薦する本を探す過程も意義があった】のよう
に、自分自身の推薦図書を探すため何冊もの本を読んだ
こと、本の良さを他者に伝えるために読み、チラシづく
りの中でそれを言語化するというプロセス自体に意義を
見出した感想もみられた。
　さらに【普段本を読まず、良いきっかけになった】【本
というものの良さを感じた】のような感想からは、普
段あまり本を読む習慣がない学生が、ブックフェアで具
体的に何冊もの本に触れ、「読んでみたい」「読んでみよ 
う」という意識を持ったことが示された。また【多様な
本があることに気づいた】のように、専門的な解説書だ
けでなく、マンガや小説など様々なジャンル、表現形式
の図書に触れることができたことのよさに言及する感想
もみられた。
　事前アンケートで示されたように、今回参加者した
学生の多くが日常的に雑誌以外の本を読む習慣を持たな
い。こうした学生にとって、ブックフェアは、多様な本
が出版されている現状を知り、その中には自分の興味・
関心に合った本も数多く存在するということを実感する
機会となったのではないだろうか。
⑤学生からみた要改善点
　ブックフェアの実施方法等について可能な改善点を
自由記述で尋ねた（「ブックフェアの方法や内容につい
て、改善できそうなところがあれば書いてください」）。 
【ブックフェア形式ではなく、一部もしくは全体を発表
形式にした方がよい】（15名、10.7％）という意見がみら
れた一方、【閲覧する時間がもっと必要である】（10名、
7.1％）、【もっと展示スペースをゆったりとる】（12名、
8.6％）のように自由閲覧の改善に関する意見も多かった。
その他、【チラシや展示の工夫】（12名、8.6％、例「チラ
シは写真などを使ってカラフルに」「本を種類ごとに分
けて展示」）や、本の選定基準・方法の工夫についての
改善（４名、2.9％、例「グループでテーマを決めてさが
してもよい」「本が重複しないようにする」）、参加者の
拡大（４名、2.9％、例「先輩のおすすめ本も知りたい」）
に関する記述がみられた。その他、【みんなが紹介した
本のリストが欲しい】（２名、1.4％）等の意見がみら 
れた。
３）ブックフェア後の行動：フォローアップアンケート
　ブックフェアの実施から、冬休みを挟みおよそ１ヶ月
後の授業時に、フォローアップアンケートを実施した。
フォローアップアンケートでは、「ブックフェアを体験
してみて、その後のあなたの様子について当てはまるも
のに○をつけてください」として、図６に示したような
選択肢を提示し回答を求めた。
　その結果、30名弱が、ブックフェアで知った本や類似
の本など、ブックフェアに触発され、実際に何らかの読
書を行ったと回答した。また、14名が、実際に読書する
には至らなかったものの、興味を感じた本についてさら
に情報を求める行動を行ったと答えた。
　一方、半数以上の84名が「春休みに読んでみようと思
う」を選択しており、１ヵ月後のフォローアップアン 
ケートの時点では具体的な行動には至っていないもの
の、時間的な余裕があれば読書したいという意欲自体は
持続している可能性が示唆された。
発展学習のきっかけをつくる：学生によるブックフェアの試み　磯村
図６　ブックフェア後の行動（約１ヶ月後に調査）
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　以上のような結果から、持続的な効果については疑問
が残るものの、ブックフェアの実施が学生にとって多様
な本との出会いの場となったこと、実際に出会った本を
読むという行動につながったケースが一定数みられたこ
とが明らかになった。特に、日常的な読書習慣のない学
生にとっても、ブックフェアへの準備や参加が、少なく
とも「まずは読んでみる」機会となったこと、多様な
本の存在を知り、「読んでみたい」という意欲を持った
ことは大きな成果であったと考える。本を通じ、授業で 
扱った内容や、興味・関心を持った事柄についてさらに
学び、子ども理解を深めることができるという選択肢の
存在に気づく機会となったのではないだろうか。また、
学生自身が本を選び互いに紹介し合うことの良さ、楽し
さを実感できたという経験は、学習者自身が発信しそれ
を交流しあうことが学習の価値を高めることを実感する
経験でもある。
　「自ら学ぶ・学び続ける力」の育成は、もちろん教師
や保育者の養成課程においてのみ問題となる課題ではな
く、大学教育全体に課せられた課題となっている。これ
まで主に小・中・高校教育の文脈で議論・研究が行われ
てきており、大学教育をめぐる状況の変化に伴い、遅ま
きながら高等教育に関する議論の中でも重要な問題とし
て位置付けられるようになってきたという経緯がある。
たとえば安永（2009）は、こうした流れを背景に、従来
の教師中心の一方向型の授業から、学生参加型授業な
ど、学生の能動的な学習活動（アクティブ・ラーニン
グ）への転換の必要性を指摘し、協同学習の視点から、
大学教育において既に多くの取り組みが行われ始めてい
る。学習形態を大幅に改革する一方で、講義科目におい
ても、さまざまな機会を通じ、学生自身が主体となる学
習経験を繰り返し提供することで、講義を聴講するとい
う学習形式自体に対する学習者の受け止め方や、学習活
動の中での位置づけの変容が期待できるのではないだろ 
うか。
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